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 5月 24日、勝山警察署の方を講師にお迎えし、交通安全教室を行いました。 

信号の見方や道の渡り方などを 

教えていただき、その後、模擬 

の信号や横断歩道を使って、道 

を渡る練習をしました。 

 

 

学校内外の方々からの御意見をうかがい、校内の安全対策に取り組んでいます。 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時のトイレの問題が、1995年の阪神大震災で顕著化し、その後も大災害 

のたびに、繰り返し重要性が指摘されてきました。学校では、災害時の備えとして 

水が不要のトイレを 200パック備蓄しています。他にも、懐中電灯や拡声器も備え 

ています。 

 備蓄食料品については、熊本大震災の影響で品薄状態が続いています。納品の目処がつき次第、詳し

くお知らせさせていただきます。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・キリトリ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

学校の教育活動における安全面について、お気づきのことがございましたら、御記入いただき、担任

まで提出くださいますようお願いいたします。                    (担当：奥村) 
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災害時の備え 

奥越特別支援学校 保健指導部 

平成 28年 6月 7日発行 

           第 1号 

小学部 交通安全教室 

体育館側の入り口に、靴の着

脱がスムーズにできるように

長いすを設置しました。 

 

 

階段とのT字路にミラーをつけて、

安全確認ができるようにしました。 

校門を出るときの、安全確認のために、カ

ーブミラーと赤色灯が設置されています。 

 

今年度も、登下校を含めて、子どもたちが安心・安全な学校生活を送るための取組みをすすめていきま

す。安全防災だよりで、その取組みをご紹介していきます。 


